
評価は①～⑩の項目毎に優、良、可の３段階とし、それぞれ次のように点数を計算して１００点満点とする。

内容

内容

＜評価表＞

項目別 項目別配分

① 技術者資格（技術士等） 5

②
過去３年間（令和３年度～）の業務実績
（国発注の橋梁点検又は診断）

5

③ 目的・条件・内容の理解度 10

④ 業務フロー・工程表の妥当性 10

⑤
課題の理解度
地域特性などの与条件との整合性

15

⑥ 実現可能な提案であるか 15

⑦ 独創的な提案であるか 5

⑧
課題の理解度
地域特性などの与条件との整合性

15

⑨ 実現可能な提案であるか 15

⑩ 独創的な提案であるか 5

合計（100点満点）
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評価項目 評価の着目点
配点

配
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験
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力

10

管理技術者・
照査技術者

管理技術者

技術者評価基準

提案内容評価基準

評価

企画提案評価基準

特定テーマ2
山形県の実態を踏まえ、令和６年の要領改定を山形県版点検要領等に反映し、更に改定後の点検要領
等を関係者へ周知するにあたって、どのような取り組み方針を考えているか。

特定テーマ1
これまでの橋梁点検における課題を抽出し、収集すべき点検データを最適化するにあたって、どのよう
な取り組み方針を考えているか。

別表


